
参
加
団
体
の
、
区
民
に
よ
り
そ

う
江
東
区
長
を
誕
生
さ
せ
る
会
事

務
局
長
の
岩
本
拓
也
弁
護
士
が

「
区
民
の
要
求
が
実
現
で
き
る
区

長
を
誕
生
さ
せ
る
会
を
発
足
さ
せ
、

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
奮
闘
す

る
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
赤
羽
目
区
議
は

「
山
崎
区
政
は
こ
の
４
年
間
で
区

民
の
税
金
を
溜
め
込
み
、
区
民
の

要
求
に
逆
行
し
て
い
る
」
と
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

新
日
本
婦
人
の
会
江
東
支
部
の

内
田
み
ど
り
さ
ん
が
「
怒
り
の
江

東
区
民
集
会
決
議
」
を
提
案
。

採
択
さ
れ
た
集
会
宣
言
は
、
次

の
よ
う
に
強
調
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
物
価
高
騰
が
止
ま
ら
ず
、

最
大
の
原
因
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
異
常
円
安
で
、
実
質
賃
金

が
低
下
す
る
ば
か
り
。
賃
上
げ
を

軸
に
、
個
人
消
費
を
回
復
さ
せ
、

経
済
の
好
循
環
を
起
こ
そ
う
と
提

起
し
、
物
価
高
騰
へ
の
対
策
は
、

消
費
税
５
％
減
税
。
財
源
は
、
大

企
業
や
富
裕
層
優
遇
の
税
制
の
改

革
で
、
賃
上
げ
、
年
金
引
き
上
げ

の
実
現
を
。

岸
田
首
相
の
軍
事
費
の
２
倍
化

な
ど
の
大
軍
拡
を
許
さ
ず
、
憲
法

９
条
を
守
る
国
民
的
大
運
動
を
発

展
さ
せ
よ
う
。

江
東
区
政
は
、
受
益
者
負
担
主

義
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
政

策
を
押
し
進
め
、
１
７
０
０
億
円

を
超
え
る
基
金
を
溜
め
込
ん
で
い

る
。
「
区
政
を
変
え
よ
う
」
の
世

論
を
高
め
「
区
民
に
よ
り
そ
う
区

政
」
実
現
に
向
け
て
、
世
論
を
総

結
集
し
よ
う
。

集
会
終
了
後
、
東
陽
公
園
か
ら

猿
江
２
丁
目
公
園
ま
で
元
気
に
デ

モ
行
進
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

加
藤
会
長
は
、
全
国
の
た
た
か

い
で
「
生
活
保
護
減
額
処
分
」
は

憲
法
25
条
違
反
と
、
大
阪
・
熊
本
・

東
京
に
続
い
て
横
浜
で
原
告
の
勝

利
判
決
が
出
た
が
、
岸
田
政
権
は
、

東
京
の
判
決
に
対
し
て
上
告
し
生

活
保
護
費
の
削
減
の
成
果
を
つ
ぶ

そ
う
と
し
て
い
る
と
批
判
。
こ
の

運
動
を
さ
ら
に
強
め
よ
う
と
訴
え

ま
し
た
。

大
つ
き
か
お
り
区
議
は
、
守
る

会
と
と
も
に
運
動
し
た
生
活
保
護

申
請
の
際
の
、
有
害
な
扶
養
照
会

中
止
を
求
め
る
要
請
書
を
江
東
区

に
提
出
し
、
区
は
「
扶
養
義
務
へ

の
紹
介
に
当
た
っ
て
は
、
機
械
的

な
一
律
の
照
会
を
行
う
こ
と
な
く
、

生
活
困
窮
に
い
た
る
過
程
、
扶
養

義
務
者
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
等

の
相
談
者
の
事
情
に
配
慮
し
、
扶

養
照
会
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
と
も
、
相
談
者
が
扶
養

を
原
因
に
生
活
保
護
の
申
請
を
た

め
ら
う
こ
と
の
無
い
よ
う
に
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
回
答
し
て
い
る

と
紹
介
。

豊
田
文
男
江
東
民
商
会
長
は
、

「
生
活
と
健
康
守
る
会
を
は
じ
め

区
内
の
諸
団
体
と
協
力
し
て
、
消

費
税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
中

止
の
運
動
を
大
き
く
広
げ
、
来
年

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
区
政
転

換
に
皆
さ
ん
方
と
連
帯
し
て
奮
闘

し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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間
も
な
く
新
年
で
す
。

尾
身
会
長
も
感
染
し
た

コ
ロ
ナ
禍
は
第
８
波
に
。

今
年
の
漢
字
「
戦
」
が

象
徴
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
も
長
引
く
で
し
ょ
う
▼
10
日

に
閉
会
し
た
国
会
で
成
立
し
た
旧

統
一
協
会
被
害
者
救
済
法
は
、
信

者
２
世
を
救
う
実
効
も
な
く
、
2

年
後
の
見
直
し
に
む
け
て
再
検
討

が
必
要
で
す
▼
自
公
政
権
は
、
ト

マ
ホ
ー
ク
な
ど
１
５
０
０
発
の
ミ

サ
イ
ル
に
よ
る
「
反
撃
能
力
」
の

大
軍
拡
に
血
道
を
上
げ
、
財
源
に

つ
い
て
閣
内
や
党
内
か
ら
異
論
が

噴
出
し
て
も
「
国
民
全
体
で
負
担

す
る
」
と
し
た
有
識
者
会
議
の
報

告
書
を
盾
に
、
1
兆
１
０
０
０
億

円
の
増
税
に
固
執
。
異
論
者
も
大

軍
拡
を
す
す
め
る
立
場
に
変
わ
り

が
な
い
か
ら
で
す
▼
米
国
の
戦
争

に
加
担
す
る
安
保
体
制
下
で
、
す

で
に
社
会
保
障
や
福
祉
を
削
減
し
、

来
年
10
月
実
施
予
定
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
で
は
、
２
４
８
０
億
円
増
収

を
試
算
し
て
、
千
百
万
人
超
の
個

人
業
者
等
や
90
％
の
農
家
か
ら
収

奪
、
24
年
度
に
は
高
齢
者
医
療
の

負
担
増
が
企
て
ら
れ
て
い
る
の
で

す
▼
連
日
、
北
朝
鮮
や
中
国
の
脅

威
を
報
道
し
て
い
る
マ
ス
コ
ミ
は
、

志
位
党
委
員
長
が
参
加
し
て
、
軍

事
ブ
ロ
ッ
ク
の
対
立
で
は
な
く
、

対
話
の
平
和
外
交
を
強
調
す
る
ア

ジ
ア
政
党
国
際
会
議
の
「
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
宣
言
」
、
軍
事
費
増
額

ス
ト
ッ
プ
を
呼
び
か
け
た
欧
州
左

翼
党
大
会
決
議
な
ど
は
黙
殺
で
す
。

来
年
こ
そ
は
、
「
国
を
守
る
」
と

い
っ
て
「
民
を
滅
ぼ
す
」
亡
国
の

政
治
を
変
え
て
「
和
」
の
年
に
し

た
い
希
い
切
に
。

12
月
14
日
、
共
産
党
区
議
団

は
、
山
﨑
区
長
に
対
し
「
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
で
深

刻
な
区
民
生
活
を
守
る
た
め
、

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
を
求
め
る
申
し
入
れ
」

を
行
い
ま
し
た
。

東
京
都
は
、
２
０
２
３
年
度

の
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
、

国
が
示
し
た
仮
係
数
に
基
づ
き

試
算
し
た
結
果
、
都
の
財
政
支

援
や
23
区
独
自
の
法
定
外
繰
入

が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
国
保
加

入
者
１
人
あ
た
り
19
万
１
６
５

円
と
な
り
、
今
年
度
17
万
４
８

８
９
円
と
比
べ
て
１
万
５
２
７

６
円
の
大
幅
値
上
げ
に
な
る
と

の
試
算
を
公
表
し
ま
し
た
。

今
回
の
国
の
仮
係
数
に
よ
る

保
険
料
額
の
値
上
げ
幅
は
、
国

保
制
度
を
広
域
化
し
て
以
来
最

大
と
な
っ
た
今
年
度
の
値
上
げ

幅
を
さ
ら
に
上
回
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

い
ま
、
年
金
削
減
や
社
会
保

障
の
負
担
増
が
区
民
生
活
を
苦

し
め
て
い
る
も
と
、
今
で
も
高

く
て
払
え
な
い
国
保
料
を
さ
ら

に
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、

被
保
険
者
に
と
っ
て
負
担
能
力

の
限
界
を
は
る
か
に
超
え
、
よ

り
一
層
深
刻
な
事
態
を
招
き
か

ね
ま
せ
ん
。

共
産
党
区
議
団
は
江
東
区
と

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
尽
く

し
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
を
抑

え
、
負
担
軽
減
を
行
う
た
め
、

①
区
が
一
般
財
源
を
投
入
し
保

険
料
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
②

未
就
学
の
子
ど
も
の
均
等
割
り

を
廃
止
す
る
こ
と
③
国
保
の
傷

病
手
当
と
コ
ロ
ナ
減
免
の
対
象

拡
大
と
要
件
の
緩
和
④
国
に
公

費
負
担
の
増
額
を
求
め
る
こ
と

⑤
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
に

つ
い
て
は
、
国
保
な
ど
医
療
保

険
料
に
跳
ね
返
ら
な
い
よ
う
財

源
措
置
を
行
う
よ
う
、
国
に
求

め
る
こ
と
等
を
求
め
ま
し
た
。

申
し
入
れ
に
対
し
区
長
は

「
値
上
げ
幅
を
抑
え
る
よ
う
努

力
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料

の
引
き
下
げ
を

11
月
25
日
、
「
怒
り
の
江
東
区
民
集
会
」
が
東
陽
公
園
で
７

団
体
１
５
０
人
の
参
加
で
行
わ
れ
、
花
岡
康
雄
江
東
区
労
連
議

長
が
決
意
表
明
、
日
本
共
産
党
赤
羽
目
た
み
お
区
議
が
来
賓
挨

拶
し
ま
し
た
。

11
月
23
日
、
江
東
生
活
と
健
康
守
る
会
は
江
東
区
民
セ
ン
タ
ー

で
第
49
回
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に
は
、
加
藤
勝
治
東

京
生
活
と
健
康
守
る
会
会
長
。
日
本
共
産
党
大
つ
き
か
お
り
区

議
会
議
員
、
豊
田
文
雄
民
主
商
工
会
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

江
東
生
活
と
健
康
を
守
る
会

第
49
回
大
会
開
催

挨拶する豊田文男民商会長



空
港
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
、

住
民
が
戦
火
を
逃
れ
避
難
し
た

ガ
マ
（
壕
）
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔
、

そ
の
祈
念
館
を
見
学
。

祈
念
館
で
は
、
戦
時
中
の
悲

惨
な
実
態
が
克
明
に
記
録
さ
れ
、

平
和
の
大
切
さ
が
現
代
に
語
り

継
が
れ
て
い
ま
し
た
。
平
和
祈

念
公
園
に
は
、
戦
没
者
の
名
前

が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
並
び
、
そ

の
数
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

米
軍
の
普
天
間
基
地
は
、
民

家
の
隣
に
広
大
な
基
地
が
広
が

り
低
空
で
周
回
す
る
米
軍
の
ヘ

リ
。
嘉
手
納
基
地
は
、
東
京
ド
ー

ム
６
０
０
個
以
上
と
い
う
大
き

さ
で
沖
縄
本
島
の
真
ん
中
を
占

拠
し
て
い
ま
し
た
。

辺
野
古
の
新
基
地
建
設
現
場

に
通
じ
る
入
り
口
前
の
テ
ン
ト

村
で
話
を
聞
き
（
写
真
）
、
美

し
い
辺
野
古
の
海
を
壊
す
環
境

破
壊
そ
の
も
の
だ
と
怒
り
が
わ

い
て
き
ま
す
。

終
日
は
、
沖
縄
に
寄
り
添

い
生
涯
を
貫
い
た
瀬
長
亀
次
郎

さ
ん
の
「
不
屈
館
」
に
。
瀬
長

氏
の
ど
ん
な
苦
難
が
あ
っ
て
も
、

屈
し
な
い
姿
に
感
動
し
、
そ
の

精
神
が
沖
縄
県
民
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

は
じ
め
に
、
台
風

19
号
の

「
３
日
間
６
３
２
ミ
リ
」
と
い
う

降
雨
量
は
現
在
で
は
決
し
て
珍

し
い
こ
と
で
は
な
い
、
ど
こ
で

も
災
害
が
発
生
し
う
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
隅
田
川
の
東
側
、

江
東
５
区
は
関
東
一
帯
か
ら
河

川
が
集
ま
っ
て
く
る
地
域
で
、

過
去
、
水
害
が
繰
り
返
し
発
生

し
て
き
ま
し
た
。
１
９
４
７
年

の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
被
害
が

大
だ
が
、
高
潮
台
風
だ
っ
た

キ
テ
ィ
台
風
、
内
水
氾
濫
を
起

こ
し
た
狩
野
川
台
風
な
ど
の
例

が
あ
り
、
荒
川
放
水
路
建
設
や

大
規
模
調
整
池
設
置
（
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
）
な
ど
の
治
水
工

事
が
実
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

台
風
19
号
を
上
回
る
降
雨
が

い
つ
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

現
在
、「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

が
大
事
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
地
域
内
に
避
難

で
き
る
高
台
の
設
置
、
公
的
住

宅
の
建
て
替
え
時
の
土
台
か
さ

上
げ
、
上
層
階
へ
の
垂
直
避
難

を
可
能
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か

と
の
こ
と
で
し
た
。

防
災
問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る

と
、
と
も
す
る
と
悲
観
的
な
結

論
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
展
望

の
持
て
る
具
体
的
提
言
が
聞
け

た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
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亀戸３丁目に春の名所梅屋敷と秋の名

所の萩寺がありました。
はぎでら

江戸時代に伊勢屋彦右衛門が光明寺の

板に梅林をつくり、その中の地中に埋ま

り、また地表にでている梅の枝を、光圀
み つ く に

が「臥龍梅」と名づけたといいます。広
が り ゅ うばい

重の描いた「梅屋舗」をゴッホが模写し

た絵がオランダの国立博物館に保存され

ています。

神さびし老樹の梅の這枝の
は いえだ

下枝動かず風あたたかに 左千夫
し た え

1910（明治43）年 の水害で梅は枯れて梅

屋敷はは廃園となってしまいました。梅

屋敷の「亀ヶ井」という古井戸が、亀戸

の地名のおこりだといわれます。

萩寺（龍眼寺）は、1395（応永2）年創
り ゅ う が ん じ

立の天台宗の寺で、1693（元禄6）年から

境内に萩を植え、花が咲くころには多く

の人々が集まりました。

アララギ派の歌人、伊藤左千夫は、千

葉県成東町生まれで、上京して本所区茅
な る と う

場町（錦糸町駅付近）で牛乳業を営むも

三度の水害に。1913（大正2）年3月、大

島６丁目団地の所に牧場と住居を移しま

した。しかし、その年の７月30日、50歳

で脳溢血のため亡くなり、普門院に埋葬

され、歌碑もあります。

牛飼が歌よむ時に世のなかの
う し か い

新しき歌大いにおこる
左千夫を師と仰ぐ島木赤彦は、1905

（明治38）年本所茅場町の左千夫宅を訪

ね「町外れの静かな住まいは心地よい。

裏は庭をへだてて広い空地に向い、その

片隅に牛小屋をしつらえてある。茶を飲

んでいると、都の外の思いだ」と書いて

いる。

斎藤茂吉は1906（明治39）年、左千夫

に入門。文化勲章を受賞しアララギ派最

高の歌人です。左千夫の三回忌にうたい

ました。

亀戸の普門院にて三年経し

伊藤左千夫のおくつきどころ

広
重
「
亀
戸
梅
屋
舗
」
〈
百
景
〉

民
青
同
盟
江
東
で
は
、
12
月
９
日
か
ら
11
日
の
３
日
間
、
沖

縄
平
和
学
習
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
民
青
同
盟
員
ら
７
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
沖
縄
戦
の
戦
跡
や
惨
事
を
記
録
し
た
祈
念
館
、
全

国
の
米
軍
基
地
の
７
割
を
超
え
る
基
地
が
集
中
す
る
沖
縄
で
嘉

手
納
基
地
と
普
天
間
基
地
や
、
県
民
の
反
対
の
声
を
踏
み
に
じ

り
工
事
を
強
行
し
て
い
る
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
反
対
の
テ
ン

ト
村
を
訪
問
し
ま
し
た
。

12
月
18
日
、
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
区
政
を
考
え
る
会

が
「
水
害
問
題
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
70
人
余
の
参

加
が
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
の

土
屋
信
行
氏
は
水
害
防
災
の
専
門
家
で
す
。

終
戦
77
年
・
憲
法
施
行
75

年
に
あ
た
り
、
11
月
26
日
、

カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
で
「
平
和

記
念
映
画
会
」
が
開
催
さ
れ
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
矢
臼

別
物
語
」
が
午
後
と
夕
方
の

２
回
、
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

矢
臼
別
は
北
海
道
道
東
の

根
釧
原
野
の
一
角
に
あ
る
酪

こ

ん
せ
ん

農
地
帯
。
１
９
６
２
年
、
突

然
持
ち
上
が
っ
た
陸
上
自
衛

隊
の
演
習
場
計
画
に
、
村
議

会
も
受
け
入
れ
る
中
で
、
執

拗
な
土
地
買
収
に
抵
抗
し
て

「
自
分
た
ち
が
切
り
開
い
て

き
た
土
地
だ
」
「
演
習
場
は

い
ら
な
い
」
と
演
習
場
の
ど

真
ん
中
に
踏
み
止
ま
っ
た
２

軒
の
住
民
（
川
瀬
、
杉
野
の

両
氏
）
と
連
帯
す
る
牧

師
、
教
員
、
労
働
者
の

み
な
さ
ん
の
闘
い
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

で
す
。

参
加
者
か
ら
「
自
衛

隊
の
演
習
場
の
実
態
も
、
矢

臼
別
に
演
習
場
が
あ
る
こ
と

も
知
ら
な
か
っ
た
」
「
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
北
海
道

に
基
地
が
あ
っ
た
と
は
知
ら

な
か
っ
た
」
「
米
軍
海
兵
隊

の
訓
練
ま
で
や
っ
て
い
る
と

は
…
…
」
な
ど
の
感
想
や

「
岸
田
内
閣
の
防
衛
費
増
額

は
と
ん
で
も
な
い
」
と
怒
り

の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
か
ら
３
年
前
、
２
０
１
９

年
10
月
に
台
風
19
号
が
関
東
地

方
を
襲
い
、
千
葉
県
な
ど
が
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
江

東
区
で
も
、
荒
川
流
域
の
総
雨

量
が
６
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
と

い
う
予
測
が
出
て
、
中
で
も
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
広
が
る

「
亀
戸
、
大
島
、
東
砂
、
そ
れ

と
北
砂
の
一
部
」
に
初
め
て

「
避
難
勧
告
」
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
さ
か
氾
濫
か
、
と
肝
を

冷
や
し
た
事
態
で
し
た
。
幸
い
、

氾
濫
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
が
、

防
災
対
策
の
問
題
点
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

〇
１
月
２
日
（
月
・
祝
）

◆
初
詣
街
頭
宣
伝

11
時

亀
戸
天
神
前

14
時

富
岡
八
幡
宮
前

（
区
民
に
よ
り
そ
う
江
東
区
長
を
誕
生
さ
せ
る
会
）

〇
１
月
４
日
（
水
）
10
時
30
分

◆
消
費
税
反
対
宣
伝

（
富
岡
八
幡
宮
前
）

消
費
税
廃
止
江
東
各
界
連
絡
会

〇
１
月
９
日
（
月
・
祝
）

◆
成
人
の
日
宣
伝
（
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
周
辺
）

①
10
時
30
分

②
14
時

（
区
民
に
よ
り
そ
う
江
東
区
長
を
誕
生
さ
せ
る
会
）

〇
1
月
20
日
（
金
）
13
時
30
分

◆
「
体
験
会
」

（
江
東
区
教
育
セ
ン
タ
ー
）

（
絵
手
紙
、
ち
ぎ
り
絵
、
布
草
履
、
イ
ス
ヨ
ガ
な
ど
）

新
日
本
婦
人
の
会
江
東
支
部

台風19号では…

ゼ
ロ


